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角速度ωで回転

r成分の運動方程式は、
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)()(1 2 tFr
dt
d

r
m ϕϕ =



 &

0)( =tFϕ

rもφも一定なので、

円運動している物体には進行方向の力は働いていない
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第６章
角運動量



数学的準備：ベクトルの外積
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＜主な性質＞

右手系では

xe
ye

ze

とすると、

xからyへ回す向き

zの向き

右手



物体の「回転」をどう表現するか？

原点

原点 p

回転してない

回転している（と考えられる）

r

r

0=×→ prr//p

0≠× pr

pr ×

p

は、原点まわりの物体の回転の度合いを表す指標になっている？

Lpr ≡× と定義して、これを角運動量と名付けよう



角運動量と力のモーメント

( ) rrrrrrrrL
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dt
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( )0)( =×=× rrrr &&&&Q mm

角運動量の時間微分（単位時間あたりの変化）を考えよう。

これは物体に働いている力

したがって、物体に働いている力を F とすると、

FrL
×=

dt
d

FrN ×≡ を力のモーメント（もしくはトルク）という。

（注意）角運動量も力のモーメントも、原点の位置を変えれば、その向きも大きさも変わる



トルクレンチ

トルクの大きさの単位（SI）はNm
（kgf･mやkgf･cmも使われている）



回転体の角運動量と慣性モーメント
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2mrI ≡ 慣性モーメント（角速度ベクトルを
かけると角運動量になる量）
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角速度ベクトル（大きさは角速度、向き
は回転軸と平行（右ねじの進む向き）

ω

＜質点の場合＞

＜回転対称性のある物体（剛体）の場合＞
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ξ ：回転軸からの距離



円柱の慣性モーメントの計算
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さまざまな回転体の慣性モーメント


